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１.交通戦略の目的と位置付け

≪交通戦略の計画期間≫ 2011年度～2020年度 ⇒ 2019年度～2030年度に更新

 第２編「交通戦略」では、第１編「基本的な考え方」で示す「計画理念・基本方針」や「交通体
系・各交通モードの基本的考え方」を受けて、短・中期の交通施策等を体系化（パッケージ化）

 今回の見直しでは、2019年度から2030年度までの概ね10年間の交通戦略を示す。

札幌市総合交通計画

第1編 基本的な考え方 長期（20年後） 第2編 交通戦略 短・中期（概ね10年間）

2011年度～2030年度

●計 画 理 念
●基 本 方 針
●交通体系の基本的考え方
●各交通モード・施設の基本的考え方

現交通戦略 2011年度～2020年度

交通戦略の更新 2019年度～2030年度

●交通施策の体系化
●評価指標
●推進体制
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【持続可能な交通ネットワークの確立】【地域特性に応じた交通体系の構築】

安全・安心な
まちづくり

都心
まちづくり

環境首都
・札幌

多様な
暮らし

観光
まちづくり

広域
連携

地下鉄・鉄道（ＪＲ）・路面電車・バス・タクシー・交通結節点・北海道新幹線・丘珠空港・自動車
（道路）・駐車場・自転車・徒歩・交通モード間が連携したシームレスな交通

交通体系の基本的な考え方

各交通モード・施設の基本的な考え方

基本方針

計画理念

第１編 基本的な考え方

第２編 交通戦略

評価指標 推進体制（協働の取組）

「暮らし」・「活力」・「環境」を重視する公共交通を軸とした交通体系の実現

～あるべき将来都市像を実現する持続可能な都市交通を目指して～

交通施策の体系化（パッケージ化）

安全・安心な
まちづくり

都心
まちづくり

環境負荷
低減促進

多様な
暮らし

観光
まちづくり 広域連携



２-１交通施策の体系化の考え方

 ６つの基本方針ごとに、短・中期における交通施策を体系化し、実施目標を掲げ、関連する交
通施策・事業を位置付けるとともに、評価指標を設定することによって、より効果的・効率的
な事業展開を目指す

“基本方針” “交通施策の体系化”

さっぽろの
『安全・安心なまちづくり』
を支える

市民の
『多様な暮らし』を支える

道都さっぽろの顔となる
『都心まちづくり』を支える

さっぽろの
『観光まちづくり』を支える

道内・国内外との
『広域連携』を支える

交通システムの充実により
『環境首都・札幌』の実現を
支える

多様な暮らしパッケージ

安全・安心なまちづくりパッケージ

実施施策実施目標①

都心まちづくりパッケージ

観光まちづくりパッケージ

広域連携パッケージ

環境負荷低減促進パッケージ

…
…

評価
指標

実施施策実施目標②

…
…

評価
指標
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２-２交通施策の体系化（パッケージ化）

安全・安心なまちづくりパッケージ

■ 実施目標①

■ 基本方針
一年を通じて安定した生活・社会経済活動を送ることができる信頼性の高い都市の構築

を目指し、交通基盤の適切な維持・保全や更なるバリアフリー化、効果的な交通情報の提
供等により、災害にも強く、誰もが安全・安心に移動できる交通環境の形成を図ります

災害に強い交通環境を実現するため、道路や橋梁等の交通基盤の耐震化や適切な維持・保

全を行うとともに、効果的な交通情報の提供等の取組を進めます

■ 主な実施施策

 公共交通施設の耐震化の推進（橋梁、バスターミナル、JR・地下鉄の高架部）

 緊急輸送道路の整備

 拠点等の幹線道路における無電柱化の推進

 都心部における帰宅困難者対策（地下歩行空間等の一時滞在施設の機能強化等）

 災害時等における情報提供の充実

無電柱化の推進（西5丁目・樽川通）橋梁の耐震化（橋脚補強等）

4２.交通施策の体系化



■ 主な実施施策

 歩道バリアフリー化の推進

 公共交通施設のバリアフリー化の推進（地下鉄駅、JR駅、バスターミナル等）

 路面電車の低床車両導入、軌道施設の機能充実（電停バリアフリー化等）

 ノンステップバスの導入推進

 自転車通行空間の明確化（路面標示設置、道路空間再配分等）

 冬期歩道のつるつる路面対策の推進

歩道のバリアフリー化 路面電車の低床車両「シリウス」

■ 実施目標②

一年を通じて誰もが安全・安心に移動できる交通環境を実現するため、交通施設や車両

のバリアフリー化の取組を進めるとともに、道路の適切な利用環境の確保を図ります
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多様な暮らしパッケージ

■ 実施目標①

■ 基本方針

■ 主な実施施策

 地域の移動手段の確保（赤字バス路線の運行に対する補助等）

 新たな運行手段（デマンドバス等）の導入検討

 バス利用者の利便性向上（ロケーションシステムの導入、待合環境の向上等）

 公共交通案内情報の充実（「えきバスナビ」の機能向上等）

 公共交通の次世代連携の調査・検討

バスロケーションシステム バス待合環境の向上

利便性の高い都心・地下鉄駅周辺などでの暮らしや、自然と調和したゆとりある郊外での
暮らしなど、住まいの多様性が確保された札幌らしいライフスタイルを実現するため、地域
の状況に応じた持続可能な交通環境の形成を図ります

自家用車に頼らなくても生活できる持続可能な地域交通環境を形成するため、バス路線の

適切な維持に向けた取組などを進めるとともに、ＩＣＴを活用した交通情報の提供など公共

交通の利用促進の取組を進めます

6２.交通施策の体系化



 新さっぽろ駅周辺地区の整備（空中歩廊、地下接続）

 篠路駅周辺地区の検討・整備（連続立体交差、駅前広場、区画整理）

 真駒内駅周辺地区の検討・整備

 清田方面公共交通機能向上の検討

 民間開発との連携による交通施設の整備（歩行・滞留空間、空中歩廊、公共交通待合空間

等）

■ 主な実施施策

民間開発との連携による交通施設の
整備イメージ

新さっぽろ駅周辺地区

■ 実施目標②

地域の豊かな生活を支える中心的な役割を担う拠点を形成するため、民間の開発やまち

づくりの機会を捉え、安全で快適な歩行環境の確保や乗継・移動環境の向上に向けた取組

を進めます
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都心まちづくりパッケージ

■ 実施目標①

■ 基本方針

都心部においては、通過するだけの不必要な自動車流入を抑制し、人を中心とした安全
で快適な交通環境を創出するとともに、国内外から活力・投資を呼び込み、北海道・札幌
の経済を牽引し、高次な都市機能を持続・発展させる市民活動・経済活動を支援するため、
誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通環境の形成を図ります

人を中心とした安全で快適な交通環境を創出するため、誰もが快適に通行できる歩行空間

を形成するとともに、自転車や公共交通等による回遊性向上に向けた取組を進めます

■ 主な実施施策

 公民連携による地下歩行ネットワークの充実

 総合的な駐輪対策の推進（駐輪場整備、放置禁止区域拡大等）

 民間開発との連携による交通施設の整備（歩行・滞留空間、公共交通待合空間、共同荷さ

ばき場、観光バス乗降場等）

 民間によるシェアサイクルの展開

 広場空間や道路空間を活用した賑わいの創出

道路空間を活用した賑わいの創出
（札幌駅前通）

公民連携による地下歩行ネットワーク
（地下歩行空間と民間ビルの接続）

8２.交通施策の体系化



■ 主な実施施策

 札幌駅交流拠点の再整備（バスターミナルの再整備や乗換動線の確保、待合空間における

情報発信等）

 都心アクセス強化道路軸の検討・整備（創成川通の機能強化等）

 公共交通施設のバリアフリー化の推進（地下鉄駅、JR駅等）

 快速エアポートの増強等による新千歳空港へのアクセス強化

地下鉄駅のバリアフリー化札幌駅交流拠点

■ 実施目標②

誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通ネットワークを形成するため、公共交通の

利便性向上や交通結節機能の強化を図るとともに、都心と高速道路とのアクセス機能強化の

検討を進めます
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観光まちづくりパッケージ

■ 実施目標①

■ 基本方針

国内外から多くの観光客が訪れる札幌市においては、観光客の滞在・周遊・再訪を促進
し、道央都市圏をはじめとした道内の交流人口の拡大を図っていくため、市民・企業、交
通事業者、行政が一体となって、多様な旅行スタイルやニーズに対応した利便性の高い交
通サービスの提供を図ります

国内外から訪れる観光客の滞在・周遊・再訪を促進するため、都心から観光施設へのア

クセス向上など、観光客の受入環境向上の取組を進めます

■ 主な実施施策

 都心と周辺部観光スポット等を結ぶ交通手段の利用環境の整備（市内周遊バス等）

 都心部に乗り入れる観光バスの乗降場・待機場の確保

 丘珠空港新規路線の誘致

 シーニックバイウェイの推進（藻岩山麓・定山渓ルートに係る取組の推進）

観光バスの乗降場の実証実験の様子
（南3条線）

市内周遊バス運行実証事業

10２.交通施策の体系化



■ 主な実施施策

 地下鉄駅の利便性向上（案内表示や券売機の多言語化、Wi-Fiなどによる無料公衆無線LAN
環境の整備、トイレの洋式化）

 ICTを活用した観光客向け交通情報の一元的な情報発信

 SAPICAの利便性向上

 情報提供アプリ「さつチカ」の運用による都心部地下の利便性向上

 観光案内サインの充実

観光客向け交通情報一元化提供サービス地下鉄駅の案内表示の多言語化

■ 実施目標②

国内外から訪れる観光客などに分かりやすい交通情報を提供するため、案内表示の多言

語化等による利便性向上の取組を進めます
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広域連携パッケージ

■ 実施目標①

■ 基本方針

北海道新幹線札幌開業を見据え、その効果を道内各地に波及させるとともに、道央都市圏
をはじめとした広域的な拠点間の連携強化を図り、都市の活力を向上させるため、空港・港
湾や鉄道・高速道路など、札幌市と道内・国内外とを結ぶ広域交通機能の確保・充実を図り
ます

道内の主要都市や観光地のほか国内外の地域と道央都市圏をつなぎ、人や物の移動の円滑

化を図るため、札幌駅交流拠点等の交通結節点や丘珠空港の機能強化などの取組を進めます

 北海道新幹線（新函館北斗～札幌間）の建設事業の推進

 札幌駅交流拠点の再整備（バスターミナルの再整備や乗換動線の確保、待合空間における

情報発信等）

 大通・創世交流拠点の基盤整備の検討・実施

 丘珠空港ターミナルビル機能拡充・アクセス強化などの空港利用価値の向上

 快速エアポートの増強等による新千歳空港へのアクセス強化

■ 主な実施施策

丘珠空港就航路線図北海道新幹線・ルート

12２.交通施策の体系化



■ 主な実施施策

 都心アクセス強化道路軸の検討・整備（創成川通の機能強化等）

 連携道路の検討・整備（屯田・茨戸通、札幌江別大橋等）

 環状道路の検討・整備（環状通、五輪通等）

 放射道路の検討・整備（国道230号等）

骨格道路の整備事例
（盤渓北ノ沢トンネル）

都心アクセス道路

■ 実施目標②

周辺都市と市内の拠点相互が有機的に連結し、物流や緊急車両走行の円滑化を図るため、

都心アクセス道路の検討など、骨格道路の機能強化に向けた取組を進めます
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環境負荷低減促進パッケージ

■ 実施目標①

■ 基本方針

環境首都・札幌の実現を目指し、市民・企業、交通事業者、行政が一体となって、公共
交通の利用促進や自動車利用の適正化を図るとともに、各交通モードの円滑性や連続性を
向上させるなど、持続可能な低炭素型の交通システムの充実を図ります

自動車から公共交通機関への転換を促し、環境負荷の低減につなげるため、公共交通の

利用促進の取組を進めます

■ 主な実施施策

 モビリティ・マネジメントの推進（小学校における交通環境学習など）

 サービス向上に向けた乗車券の企画・発行（地下鉄、路面電車）

 子供を対象としたイベントや体験学習の機会の提供（地下鉄）

 SAPICAの利便性向上

地下鉄・路面電車の乗車券交通環境学習の様子

14２.交通施策の体系化



■ 主な実施施策

 道路拡幅などによる幹線道路ネットワークの機能強化

 交差点改良や既存道路空間の有効活用による渋滞対策の推進

 幹線道路における重点的・効率的な除排雪の実施

 次世代自動車・充電設備の普及促進のための補助の実施

 水素ステーション整備のための支援

幹線道路の排雪の様子 移動式水素ステーション

■ 実施目標②

自動車のCO2 排出量の削減を目指し、渋滞緩和対策による交通円滑化等の取組を進める

とともに、次世代自動車の普及促進を図ります
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多様な暮らし
パッケージ

● ● ● ● ● ●

都心まちづくり
パッケージ

● ● ● ● ● ● ●

観光まちづくり
パッケージ

● ● ● ● ● ● ●

広域連携
パッケージ

●

環境負荷低減促進
パッケージ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２-３各交通モード・施設と交通戦略の関係

２.交通施策の体系化
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交通結節点
北海道新
幹線

丘珠空港 公共交通全般

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ● ◆ ● ● ◆ ◆ ● ● ● ● ◆
札
幌
駅
交
流
拠
点
の
再
整
備
（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
再
整
備
や
乗
換
動
線
の
確
保
、

待
合
空
間
に
お
け
る
情
報
発
信
等
）

大
通
・
創
世
交
流
拠
点
の
基
盤
整
備
の
検
討
・
実
施

新
さ
っ
ぽ
ろ
駅
周
辺
地
区
の
整
備
（
空
中
歩
廊
、
地
下
接
続
）

苗
穂
駅
周
辺
地
区
の
整
備
（
空
中
歩
廊
等
）

篠
路
駅
周
辺
地
区
の
検
討
・
整
備
（
連
続
立
体
交
差
、
駅
前
広
場
、
区
画
整
理
）

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
耐
震
化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

真
駒
内
駅
周
辺
地
区
の
検
討
・
整
備

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
効
率
的
な
維
持
管
理
及
び
あ
り
方
検
討

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
～
札
幌
間
）
の
建
設
事
業
の
推
進

北
海
道
新
幹
線
利
用
促
進
に
向
け
た
啓
発
Ｐ
Ｒ
の
実
施
、
札
幌
延
伸
に
向
け
た
機

運
醸
成

丘
珠
空
港
新
規
路
線
の
誘
致

丘
珠
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
機
能
拡
充
・
ア
ク
セ
ス
強
化
な
ど
の
空
港
利
用
価
値

の
向
上

丘
珠
空
港
の
利
活
用
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進(

小
学
校
に
お
け
る
交
通
環
境
学
習
な
ど)

観
光
案
内
サ
イ
ン
の
充
実

都
心
と
周
辺
部
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
を
結
ぶ
交
通
手
段
の
利
用
環
境
の
整
備
（
市
内

周
遊
バ
ス
等
）

高
齢
者
の
外
出
支
援
（
敬
老
優
待
乗
車
券
証
の
交
付
）

清
田
方
面
公
共
交
通
機
能
向
上
の
検
討

● ● ● ●
安全・安心なまちづく
りパッケージ

● ● ● ● ● ● ●
多様な暮らし
パッケージ

● ● ●
都心まちづくり
パッケージ

● ● ● ● ● ● ● ● ●
観光まちづくり
パッケージ

● ● ● ● ● ● ●
広域連携
パッケージ

● ●
環境負荷低減促進
パッケージ
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自動車

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ● ● ● ● ●

都
心
ア
ク
セ
ス
強
化
道
路
軸
の
検
討
・
整
備
（
創
成
川
通
の
機
能
強
化
等
）

連
携
道
路
の
検
討
・
整
備
（
屯
田
・
茨
戸
通
、
札
幌
江
別
大
橋
等
）

環
状
道
路
の
検
討
・
整
備
（
環
状
通
、
五
輪
通
等
）

放
射
道
路
の
検
討
・
整
備
（
国
道
２
３
０
号
等
）

緊
急
輸
送
道
路
の
整
備

生
活
道
路
の
整
備

交
差
点
改
良
や
既
存
道
路
空
間
の
有
効
活
用
に
よ
る
渋
滞
対
策
の
推
進

道
路
拡
幅
な
ど
に
よ
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

道
路
の
効
率
的
な
維
持
管
理
の
推
進
（
舗
装
・
橋
梁
補
修
等
）

既
設
橋
梁
の
耐
震
補
強

拠
点
等
の
幹
線
道
路
に
お
け
る
無
電
柱
化
の
推
進

幹
線
道
路
等
の
交
通
事
故
対
策

長
期
未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

幹
線
道
路
に
お
け
る
重
点
的
・
効
率
的
な
徐
排
雪
の
実
施

次
世
代
自
動
車
・
充
電
設
備
の
普
及
促
進
の
た
め
の
補
助
の
実
施

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
の
た
め
の
支
援

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
推
進
（
藻
岩
山
麓
・
定
山
渓
ル
ー
ト
に
係
る
取
組
の
推
進
）

安全・安心なまちづく
りパッケージ

● ● ● ● ● ● ● ●

多様な暮らし
パッケージ

● ● ●

都心まちづくり
パッケージ

● ●

観光まちづくり
パッケージ

● ● ● ●

広域連携
パッケージ

● ● ● ●

環境負荷低減促進
パッケージ

● ● ● ● ●

２.交通施策の体系化
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駐車場 自転車 徒歩
交通モード間が連携し
たシームレスな交通

◆ ● ◆ ◆ ◆ ● ● ◆ ◆ ● ◆ ◆ ● ● ● ● ● ● ● ●

附
置
義
務
駐
車
場
の
整
備
適
正
化
・
集
約
化
の
促
進

路
外
施
設
を
活
用
し
た
荷
さ
ば
き
の
推
進

都
心
部
に
乗
り
入
れ
る
観
光
バ
ス
乗
降
場
・
待
機
場
の
確
保

総
合
的
な
駐
輪
対
策
の
推
進
（
駐
輪
場
整
備
、
放
置
禁
止
区
域
拡
大
等
）

自
転
車
通
行
空
間
の
明
確
化
（
路
面
標
示
設
置
、
道
路
空
間
再
配
分
等
）

自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
効
果
的
な
周
知
・
啓
発

民
間
に
よ
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
展
開

歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

都
心
の
骨
格
構
造
の
強
化
・
検
討
（
い
と
な
み
の
軸
の
回
遊
性
向
上
に
向
け
た
検
討
等
）

広
場
空
間
や
道
路
空
間
を
活
用
し
た
賑
わ
い
の
創
出

民
間
開
発
と
の
連
携
に
よ
る
交
通
施
設
の
整
備
（
歩
行
・
滞
留
空
間
、
空
中
歩
廊
、
公
共
交

通
待
合
空
間
、
共
同
荷
さ
ば
き
場
、
観
光
バ
ス
乗
降
場
等
）

公
民
連
携
に
よ
る
地
下
歩
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

冬
期
歩
道
の
つ
る
つ
る
路
面
対
策
の
推
進

情
報
提
供
ア
プ
リ
「
さ
つ
チ
カ
」
の
運
用
に
よ
る
都
心
部
地
下
の
利
便
性
向
上

都
心
部
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対
策(

地
下
歩
行
空
間
等
の
一
時
滞
在
施
設
の
機
能
強
化
等)

災
害
時
等
に
お
け
る
情
報
提
供
の
充
実

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
客
向
け
交
通
情
報
の
一
元
的
な
情
報
発
信

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
利
便
性
向
上

公
共
交
通
案
内
情
報
の
充
実
（
「
え
き
バ
ス
ナ
ビ
」
の
機
能
向
上
等
）

公
共
交
通
の
次
世
代
連
携
の
調
査
・
検
討

● ● ● ● ● ● ● ●
安全・安心なまちづく
りパッケージ

● ● ● ● ● ●
多様な暮らし
パッケージ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
都心まちづくり
パッケージ

● ● ● ● ● ● ● ●
観光まちづくり
パッケージ

広域連携
パッケージ

● ● ● ●
環境負荷低減促進
パッケージ
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■ 安全・安心なまちづくりパッケージ

実施施策
実施主体 実施時期

行政機
関

交通事
業 者

市民・
企 業 前期 中期 後期

実施目標①
災害に強い交通環境を実現するため、道路や橋梁等の交通基盤の耐震化や適切な維持・保全

を行うとともに、効果的な交通情報の提供等の取組を進めます

 公共交通施設の耐震化の推進（橋梁、バスターミナル、JR・地下鉄の高架部） 〇 〇

 道路の効率的な維持管理の推進（舗装・橋梁補修） 〇

 緊急輸送道路の整備 〇

 拠点等の幹線道路における無電柱化の推進 〇 〇

 ICTを活用した観光客向け交通情報の一元的な情報発信 〇 〇 〇

 都心部における帰宅困難者対策（地下歩行空間等の一時滞在施設の機能強化等） 〇

 災害時等における情報提供の充実 〇 〇

実施目標②
一年を通じて誰もが安全・安心に移動できる交通環境を実現するため、交通施設や車両のバ

リアフリー化の取組を進めるとともに、道路の適切な利用環境の確保を図ります

 歩道バリアフリー化の推進 〇

 地下鉄駅の更なるバリアフリー化の推進（エレベータ増設、車両とホームの段差解消） 〇 〇

 公共交通施設のバリアフリー化の推進（JR駅、バスターミナル等） 〇 〇

 公民連携による地下歩行ネットワークの充実 〇 〇

 路面電車の低床車両導入 〇 〇

 路面電車の軌道施設の機能充実（電停バリアフリー化等） 〇 〇

 ノンステップバスの導入推進 〇 〇

 ユニバーサルデザインタクシーの導入推進 〇 〇

 幹線道路等の交通事故対策 〇

 自転車通行空間の明確化（路面標示設置、道路空間再配分等） 〇 〇

 自転車利用のルール・マナー周知・啓発 〇 〇

 新さっぽろ駅周辺地区の整備（空中歩廊、地下接続） 〇 〇

 苗穂駅周辺地区の整備（空中歩廊等） 〇 〇

 生活道路の整備 〇

 長期未着手の都市計画道路の見直し 〇

 幹線道路における重点的・効率的な除排雪の実施 〇

 冬期歩道のつるつる路面対策の推進 〇 〇 〇

 同伴幼児の無料人数拡大（地下鉄、路面電車） 〇 〇

 高齢者の外出支援（敬老優待乗車券証の交付） 〇 〇

＜関連計画など＞
 札幌市強靭化計画（H28.1）  札幌市地域防災計画

 新・札幌市バリアフリー基本構想（H27.3）  札幌市自転車利用総合交通計画（H23.5）

 札幌市道路維持管理基本方針（H22.3）

 各交通施策の実施主体と実施時期を整理

 交通施策については、現時点で考えられる施策を位置付けているが、今後、技術革新な
ど社会情勢の変化を捉え、施策の更新や追加を行っていくことが重要である

２.交通施策の体系化

２-４交通施策の実施主体と実施時期

整備

整備

整備

整備

実施

機能強化

検討・実施

整備

整備

整備

整備

導入

整備

導入

導入

整備

整備

啓発

整備

整備

整備

見直しの実施

実施

実施

拡大・運用

運用
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■ 多様な暮らしパッケージ

実施施策
実施主体 実施時期

行 政 機
関

交 通 事
業 者

市 民 ・
企 業 前期 中期 後期

実施目標①
自家用車に頼らなくても生活できる持続可能な地域交通環境を形成するため、バス路線の適

切な維持に向けた取組などを進めるとともに、ＩＣＴを活用した交通情報の提供など公共交通
の利用促進の取組を進めます

 地域の移動手段の確保（赤字バス路線の運行に対する補助等） 〇 〇

 新たな運行手段（デマンドバス等）の導入検討 〇 〇

 モビリティ・マネジメントの推進（小学校における交通環境学習など） 〇 〇 〇

 同伴幼児の無料人数拡大（地下鉄、路面電車）【再掲】 〇 〇

 高齢者の移動支援（敬老優待乗車券の交付）【再掲】 〇 〇

 バス利用者の利便性向上（ロケーションシステムの導入、待合環境の向上等） 〇 〇

 道路拡幅などによる幹線道路ネットワークの機能強化 〇

 交差点改良や既存道路空間の有効活用による渋滞対策の推進 〇

 幹線道路における重点的・効率的な除排雪の実施【再掲】 〇

 路面電車の持続可能な事業運営（上下分離の導入） 〇 〇

 公共交通案内情報の充実（「えきバスナビ」の機能向上等） 〇

 SAPICAの利便性向上 〇 〇 〇

 公共交通の次世代連携の調査・検討 〇

実施目標②
地域の豊かな生活を支える中心的な役割を担う拠点を形成するため、民間の開発やまちづく

りの機会を捉え、安全で快適な歩行環境の確保や乗継・移動環境の向上に向けた取組を進めま
す

 新さっぽろ駅周辺地区の整備（空中歩廊、地下接続）【再掲】 〇 〇

 篠路駅周辺地区の検討・整備（連続立体交差、駅前広場、区画整理） 〇 〇

 真駒内駅周辺地区の検討・整備 〇 〇

 清田方面公共交通機能向上の検討 〇 〇

 バスターミナルの効率的な維持管理及びあり方検討 〇 〇

 民間開発との連携による交通施設の整備
 （歩行・滞留空間、空中歩廊、公共交通待合空間等）

〇 〇

 総合的な駐輪対策の推進（駐輪場整備、放置禁止区域拡大等） 〇 〇

 「駅の個性化プロジェクト」の実施（地下鉄） 〇 〇

 歩道バリアフリー化の推進【再掲】 〇

＜関連計画など＞
 持続可能なバス交通体系の確立に向けた基本方針

（H28.3）
 札幌市幹線道路整備の取組について（H29.4）

 地域交流拠点等における緩和型土地利用計画制度等の
運用方針(H28.9）

 札幌市冬のみちづくりプラン2018（H30.12）

補助

検討

実施

拡大・運用

運用

導入・整備

整備

整備

実施

導入

検討・実施

検討・実施

検討

整備

整備

検討・整備

検討

実施・検討

整備

整備

実施

整備
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■ 都心まちづくりパッケージ

実施施策
実施主体 実施時期

行 政 機
関

交 通 事
業 者

市 民 ・
企 業 前期 中期 後期

実施目標①
人を中心とした安全で快適な交通環境を創出するため、誰もが快適に通行できる歩行空間を形

成するとともに、自転車や公共交通等による回遊性向上に向けた取組を進めます

 自転車通行空間の明確化（路面標示設置、道路空間再配分等）【再掲】 〇 〇

 自転車利用のルール・マナー周知・啓発【再掲】 〇 〇

 総合的な駐輪対策の推進（駐輪場整備、放置禁止区域拡大等）【再掲】 〇 〇

 拠点等の幹線道路における無電柱化の推進【再掲】 〇 〇

 都心の骨格構造の強化・検討（いとなみの軸の回遊性向上に向けた検討等） 〇

 公民連携による地下歩行ネットワークの充実【再掲】 〇 〇

 歩道バリアフリー化の推進【再掲】 〇

 民間開発との連携による交通施設の整備（歩行・滞留空間、公共交通待合空間、共同荷
さばき場、観光バス乗降場等）

〇 〇

 情報提供アプリ「さつチカ」の運用による都心部地下の利便性向上 〇

 民間によるシェアサイクルの展開 〇 〇

 広場空間や道路空間を活用した賑わいの創出 〇

 路面電車の延伸検討 〇 〇

 路面電車の低床車両導入、軌道施設の機能充実（電停バリアフリー化等）【再掲】 〇 〇

 都心部に乗り入れる観光バスの乗降場・待機場の確保 〇 〇

 附置義務駐車場の整備適正化・集約化の促進 〇 〇

 路外施設を活用した荷さばきの推進 〇 〇

実施目標②
誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通ネットワークを形成するため、公共交通の利便

性向上や交通結節機能の強化を図るとともに、都心と高速道路とのアクセス機能強化の検討を進
めます

 札幌駅交流拠点の再整備（バスターミナルの再整備や乗換動線の確保、待合空間における
情報発信等）

〇 〇 〇

 大通・創世交流拠点の基盤整備の検討・実施 〇 〇 〇

 都心アクセス強化道路軸の検討・整備（創成川通の機能強化等） 〇

 快速エアポートの増強等による新千歳空港へのアクセス強化 〇

 地下鉄駅の更なるバリアフリー化の推進（エレベータ増設、車両とホームの段差解消）
【再掲】

〇 〇

 公共交通施設のバリアフリー化の推進（JR駅、バスターミナル等）【再掲】 〇 〇

 地下鉄駅の利便性向上（案内表示や券売機の多言語化、Wi-Fiなどによる無料公衆無線LAN
環境の整備、トイレの洋式化）

〇 〇

 北海道新幹線（新函館北斗～札幌間）の建設事業の推進 〇 〇

 北海道新幹線利用促進に向けた啓発ＰＲの実施、札幌延伸に向けた機運醸成 〇 〇

＜関連計画など＞
 第２次札幌市都心まちづくり計画

（H28.5）
 札幌市都市再開発方針

（H28.3）
 札幌駅交流拠点先導街区整備基本構

想（H29.2）
 札幌駅交流拠点まちづくり計画

（H30.9)
 都心における開発誘導方針

（H30.12）
 駐車場附置義務条例の改正（H31.1）

 都心エネルギーマスタープラン
（H30.3）

２.交通施策の体系化

啓発

整備

実施

整備

整備

検討・整備

整備

整備

整備

運用

運用

運用

検討

導入・整備

検討・運用

実施

実施

検討・整備

検討・整備

検討・整備

整備

整備

整備

整備

実施
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■ 観光まちづくりパッケージ

実施施策
実施主体 実施時期

行政機関
交通事業

者
市民・企

業 前期 中期 後期

実施目標① 国内外から訪れる観光客の滞在・周遊・再訪を促進するため、都心から観光施設へのアクセ
ス向上など、観光客の受入環境向上の取組を進めます

 北海道新幹線（新函館北斗～札幌間）の建設事業の推進【再掲】 〇 〇

 北海道新幹線利用促進に向けた啓発ＰＲの実施、札幌延伸に向けた機運醸成【再掲】 〇 〇

 札幌駅交流拠点の再整備（バスターミナルの再整備や乗換動線の確保、待合空間にお
ける情報発信等）【再掲】

〇 〇 〇

 大通・創世交流拠点の基盤整備の検討・実施【再掲】 〇 〇 〇

 丘珠空港新規路線の誘致 〇

 丘珠空港ターミナルビル機能拡充・アクセス強化などの空港利用価値の向上 〇 〇

 丘珠空港の利活用の在り方に関する検討 〇 〇 〇

 都心アクセス強化道路軸の検討・整備（創成川通の機能強化等）【再掲】 〇

 環状道路、放射道路の検討・整備（環状通、五輪通、国道230号等） 〇

 民間によるシェアサイクルの展開【再掲】 〇 〇

 都心と周辺部観光スポット等を結ぶ交通手段の利用環境の整備（市内周遊バス等） 〇 〇 〇

 都心部に乗り入れる観光バスの乗降場・待機場の確保【再掲】 〇 〇

 路面電車の延伸検討、低床車両導入、軌道施設の機能充実（電停バリアフリー化等）
【再掲】

〇 〇

 ユニバーサルデザインタクシーの導入推進【再掲】 〇

 シーニックバイウェイの推進（藻岩山麓・定山渓ルートに係る取組の推進） 〇 〇

 快速エアポートの増強等による新千歳空港へのアクセス強化【再掲】 〇

 歩道バリアフリー化の推進【再掲】 〇

実施目標②
国内外から訪れる観光客などに分かりやすい交通情報を提供するため、案内表示の多言語化

等による利便性向上の取組を進めます

 観光案内サインの充実 〇 〇

 ICTを活用した観光客向け交通情報の一元的な情報発信【再掲】 〇 〇 〇

 バス利用者の利便性向上（ロケーションシステムの導入、待合環境の向上等）【再
掲】

〇 〇

 情報提供アプリ「さつチカ」の運用による都心部地下の利便性向上【再掲】 〇 〇

 地下鉄駅の利便性向上（案内表示や券売機の多言語化、Wi-Fiなどによる無料公衆無線
LAN環境の整備、トイレの洋式化）【再掲】

〇 〇

 公共交通案内情報の充実（「えきバスナビ」の機能向上等）【再掲】 〇 〇

 SAPICAの利便性向上【再掲】 〇

 公共交通の次世代連携の調査・検討【再掲】 〇

＜関連計画など＞

 札幌市観光まちづくりプラン改訂版（H30.3）

整備

実施

検討・整備

検討・整備

誘致

検討・整備

検討

検討・整備

整備

運用

検討・運用

検討・運用

検討・導入・整備

導入

実施

実施

整備

整備

実施

導入・整備

運用

整備

検討・実施

検討・実施

検討



24

■ 広域連携パッケージ

実施施策
実施主体 実施時期

行政機
関

交通事
業 者

市民・
企 業 前期 中期 後期

実施目標①
道内の主要都市や観光地のほか国内外の地域と道央都市圏をつなぎ、人や物の移動の円滑化

を図るため、札幌駅交流拠点等の交通結節点や丘珠空港の機能強化などの取組を進めます

 北海道新幹線（新函館北斗～札幌間）の建設事業の推進【再掲】 〇 〇

 北海道新幹線利用促進に向けた啓発ＰＲの実施、札幌延伸に向けた機運醸成【再掲】 〇 〇

 札幌駅交流拠点の再整備（バスターミナルの再整備や乗換動線の確保、待合空間におけ
る情報発信等）【再掲】

〇 〇 〇

 大通・創世交流拠点の基盤整備の検討・実施【再掲】 〇 〇 〇

 丘珠空港新規路線の誘致【再掲】 〇

 丘珠空港ターミナルビル機能拡充・アクセス強化などの空港利用価値の向上【再掲】 〇 〇

 丘珠空港の利活用の在り方に関する検討【再掲】 〇 〇 〇

 快速エアポートの増強等による新千歳空港へのアクセス強化【再掲】 〇 〇

実施目標②
周辺都市と市内の拠点相互が有機的に連結し、物流や緊急車両走行の円滑化を図るため、都

心アクセス道路の検討など、骨格道路の機能強化に向けた取組を進めます

 都心アクセス強化道路軸の検討・整備（創成川通の機能強化等）【再掲】 〇

 連携道路の検討・整備（屯田・茨戸通、札幌江別大橋等） 〇

 環状道路の検討・整備（環状通、五輪通等）【再掲】 〇

 放射道路の検討・整備（国道230号等）【再掲】 〇

＜関連計画など＞

 北海道交通政策総合指針（H30.3）  北海道航空ネットワークビジョン（H30.3）

 札幌駅交流拠点先導街区整備基本構想（H29.2）  丘珠空港の利活用に関する検討会議報告（H30.2）

２.交通施策の体系化

整備

実施

検討・整備

検討・整備

誘致

検討・整備

検討

実施

検討・整備

整備

整備

整備
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■ 環境負荷低減促進パッケージ

実施施策
実施主体 実施時期

行政機関
交通事業

者
市民・企

業 前期 中期 後期

実施目標①
自動車から公共交通機関への転換を促し、環境負荷の低減につなげるため、公共交通の利用

促進の取組を進めます

 モビリティ・マネジメントの推進（小学校における交通環境学習など）【再掲】 〇 〇 〇

 サービス向上に向けた乗車券の企画・発行（地下鉄、路面電車） 〇 〇

 子供を対象としたイベントや体験学習の機会の提供（地下鉄） 〇 〇

 地下鉄駅の更なるバリアフリー化の推進（エレベータ増設、車両とホームの段差解
消）【再掲】

〇 〇

 公共交通施設のバリアフリー化の推進（JR駅、バスターミナル等）【再掲】 〇 〇

 路面電車の延伸検討、低床車両導入、軌道施設の機能充実（電停バリアフリー化
等）【再掲】

〇 〇

 地域の移動手段の確保（赤字バス路線の運行に対する補助等）【再掲】 〇 〇

 新たな運行手段（デマンドバス等）の導入検討【再掲】 〇

 バス利用者の利便性向上（ロケーションシステムの導入、待合環境の向上等）【再
掲】

〇 〇

 ノンステップバスの導入推進【再掲】 〇 〇

 附置義務駐車場の整備適正化・集約化の促進【再掲】 〇 〇

 公共交通案内情報の充実（「えきバスナビ」の機能向上等）【再掲】 〇

 SAPICAの利便性向上【再掲】 〇

 公共交通の次世代連携の調査・検討【再掲】 〇

実施目標②
自動車のCO2 排出量の削減を目指し、渋滞緩和対策による交通円滑化等の取組を進めるとと

もに、次世代自動車の普及促進を図ります

 道路拡幅などによる幹線道路ネットワークの機能強化【再掲】 〇

 交差点改良や既存道路空間の有効活用による渋滞対策の推進【再掲】 〇

 次世代自動車・充電設備の普及促進のための補助の実施 〇

 水素ステーション整備のための支援 〇

 幹線道路における重点的・効率的な除排雪の実施【再掲】 〇

＜関連計画など＞

 第２次札幌市環境基本計画（H30.3）  札幌市温暖化対策推進計画（H27.3）

 札幌市SDGs未来都市計画（H30.8）  札幌市冬のみちづくりプラン2018（H30.12）

実施

実施

実施

整備

整備

検討・導入・整備

補助

検討

導入・整備

導入

実施

検討・実施

検討・実施

検討

整備

整備

実施

実施

実施
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あらゆる年齢の全ての人々の健康
的な生活を確保し、福祉を促進する

〇 〇 ○

全ての人々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネ
ルギーへのアクセスを確保する

○

包摂的かつ持続可能な経済成長及
び全ての人々の完全かつ生産的な
雇用と働きがいのある人間らしい雇
用(ディーセントワーク)を促進する

〇 〇 ○

強靭(レジリエント)なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促
進及びイノベーションの推進を図る

〇 ○ 〇 〇 ○

包摂的で安全かつ強靭(レジリ
エント)で持続可能な都市及び
人間居住を実現する

〇 ○ 〇

持続可能な生産消費形態を確
保する

〇

気候変動及びその影響を軽減
するための緊急対策を講じる

〇

持続可能な開発のための実施
手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する

〇 ○ 〇 〇 〇 〇

SDGsゴール

パッケージ

 SDGs（持続可能な開発目標）は2030年までの国際目標であり、持続可能な世界を実現す

るための17のゴール（目標）は、先進国を含むすべての国々の共通目標

 札幌市は、2018年に内閣府から「SDGs未来都市」として選定されており、SDGsの実現に

向けた取組を推進

 総合交通計画の施策の方向性の多くは、SDGsの方向性と一致しており、各施策の推進は

SDGsの達成につながる

 これらの関係を明確にするため、施策パッケージとSDGsゴールの関係を以下の通り整理

26

２-５施策パッケージと持続可能な開発目標（SDGs）の関係

２.交通施策の体系化



27

・SDGsの主なゴールと関連する施策パッケージの内容

第2編 交通戦略

ゴール８ 働きがいも経済成長も

SDGsのゴール８では、“包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全か
つ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセントワーク)を促進する”が
目標とされています。

都心まちづくりパッケージ

 人を中心とした安全で快適な交通環境を創出するとともに、国内外から活力・投資を呼び込み、
北海道・札幌の経済を牽引し、高次な都市機能を持続・発展させる市民活動・経済活動を支援す
るため、誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通環境の形成を図ります

観光まちづくりパッケージ

 観光客の滞在・周遊・再訪を促進し、道央都市圏をはじめとした道内の交流人口の拡大を図って
いくため、市民・企業、交通事業者、行政が一体となって、多様な旅行スタイルやニーズに対応
した利便性の高い交通サービスの提供を図ります

広域連携パッケージ

 北海道新幹線札幌開業を見据え、その効果を道内各地に波及させるとともに、道央都市圏をはじ
めとした広域的な拠点間の連携強化を図り、都市の活力を向上させるため、空港・港湾や鉄道・
高速道路など、札幌市と道内・国内外とを結ぶ広域交通機能の確保・充実を図ります

ゴール１１ 住み続けられるまちづくりを

SDGsのゴール１１では、“包摂的で安全かつ強靭(レジリエント)で持続可能な都市
及び人間居住を実現する”が目標とされています。

安全・安心なまちづくりパッケージ

 一年を通じて安定した生活・社会経済活動を送ることができる信頼性の高い都市の構築を目指し、
交通基盤の適切な維持・保全や更なるバリアフリー化、効果的な交通情報の提供等により、災害
にも強く、誰もが安全・安心に移動できる交通環境の形成を図ります

多様な暮らしパッケージ

 利便性の高い都心・地下鉄駅周辺などでの暮らしや、自然と調和したゆとりある郊外での暮らし
など、住まいの多様性が確保された札幌らしいライフスタイルを実現するため、地域の状況に応
じた持続可能な交通環境の形成を図ります

都心まちづくりパッケージ

 人を中心とした安全で快適な交通環境を創出するとともに、国内外から活力・投資を呼び込み、
北海道・札幌の経済を牽引し、高次な都市機能を持続・発展させる市民活動・経済活動を支援す
るため、誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通環境の形成を図ります

ゴール１３ 気候変動に具体的な対策を

SDGsのゴール１３では、“気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じ
る”が目標とされています。

環境負荷低減促進パッケージ

 環境首都・札幌の実現を目指し、市民・企業、交通事業者、行政が一体となって、公共交通の利
用促進や自動車利用の適正化を図るとともに、各交通モードの円滑性や連続性を向上させるなど、
持続可能な低炭素型の交通システムの充実を図ります



３-１評価指標・目標の設定

 各施策パッケージや実施目標に対応して、わかりやすく定量的で効果計測が可能な評価指標を設定

 現計画で設定している評価指標は、効果検証を行うため原則引継ぎ、効果計測が不可となった評価指標
は代替指標等を設定

 評価指標に関して、現況値を整理するとともに、本計画の実現による目標について設定

実施目標
災害に強い交通環境を実現するため、道路や橋梁等の交通基盤の耐震化や適切な維持・

保全を行うとともに、効果的な交通情報の提供等の取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

緊急輸送道路等にお
ける橋梁の耐震補強
整備率

緊急輸送道路等における橋りょう
の耐震化整備率を集計

札幌市建設局資料 74％ 100％

無電柱化整備延長 無電柱化整備延長を算出 札幌市建設局資料 93km 119㎞

実施目標
一年を通じて誰もが安全・安心に移動できる交通環境を実現するため、交通施設や車両

のバリアフリー化の取組を進めるとともに、道路の適切な利用環境の確保を図ります

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

歩道バリアフリー整
備率

「新・札幌市バリアフリー基本構想」
で設定されている生活関連経路の歩道
バリアフリー整備率を集計

札幌市まちづくり
政策局資料

73％ 100％

旅客施設のバリフリ
―化整備率

利用者3,000人/日以上の旅客施設（地
下鉄駅、ＪＲ駅、バスターミナル）の
バリアフリー化整備率を算出

札幌市まちづくり
政策局資料

86％ 100％

安全・安心なまちづくりパッケージ

多様な暮らしパッケージ

28

実施目標
自家用車に頼らなくても生活できる持続可能な地域交通環境を形成するため、バス路

線の適切な維持に向けた取組などを進めるとともに、ＩＣＴを活用した交通情報の提供
など公共交通の利用促進の取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

公共交通利用者割合
地下鉄、ＪＲ、バス、路面電車、タク
シーの利用者数を人口で除して算出

札幌市まちづくり
政策局資料

67.1% 現状より増加

実施目標
地域の豊かな生活を支える中心的な役割を担う拠点を形成するため、民間の開発やま

ちづくりの機会を捉え、安全で快適な歩行環境の確保や乗継・移動環境の向上に向けた
取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

拠点における駅乗車
人員

地域交流拠点の地下鉄、ＪＲ駅
の乗車人員を算出

札幌市まちづくり
政策局資料

238千人/日 現況より増加

第2編 交通戦略３.評価指標



観光まちづくりパッケージ
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都心まちづくりパッケージ

実施目標
人を中心とした安全で快適な交通環境を創出するため、誰もが快適に通行できる歩行

空間を形成するとともに、自転車や公共交通等による回遊性向上に向けた取組を進めま
す

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

都心の歩行者交通量
都心の主要地点における歩行者
交通量を集計

札幌市都心商店街
通行量調査

175百人/日 現況より増加

地下接続しているビ
ル数

都心部において地下接続し、段
差なく利用できるビル数

札幌市まちづくり
政策局資料

36箇所 45箇所

実施目標
誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通ネットワークを形成するため、公共交

通の利便性向上や交通結節機能の強化を図るとともに、都心と高速道路とのアクセス機
能強化の検討を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

都心における駅乗車
人員

都心駅（ＪＲ札幌駅、地下鉄
さっぽろ駅・大通駅）の乗車人
員を算出

札幌市まちづくり
政策局資料

270千人/日 現況より増加

実施目標
国内外から訪れる観光客の滞在・周遊・再訪を促進するため、都心から観光施設への

アクセス向上など、観光客の受入環境向上の取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

札幌観光の満足度お
よび不満足度（観光
スポットへのアクセ
ス）

観光客の満足度を集計
来札観光客満足度
調査

80.0％ 現況より増加

観光客の不満足度を集計
来札観光客満足度
調査

13.9％ 現況より減少

実施目標
国内外から訪れる観光客などに分かりやすい交通情報を提供するため、案内表示の多

言語化等による利便性向上の取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2017年）

公共交通機関を利用
した観光客の割合
（札幌滞在中の移動
手段）

公共交通機関（地下鉄）を利用
した割合を算出

来札観光客満足度
調査

37.6％

現況より増加
公共交通機関（路線バス）を利
用した割合を算出

22.5％

公共交通機関（路面電車）を利
用した割合を算出

10.7％

第2編 交通戦略
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広域連携パッケージ

環境負荷低減促進パッケージ

実施目標
道内の主要都市や観光地のほか国内外の地域と道央都市圏をつなぎ、人や物の移動の

円滑化を図るため、札幌駅交流拠点等の交通結節点や丘珠空港の機能強化などの取組を
進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

主要駅の乗車人員

ＪＲ札幌駅における乗車人員を
算出

札幌市まちづくり
政策局資料

99千人/日

現状より増加
新千歳空港駅における乗車人員
を算出

17千人/日

丘珠空港における利用者数を算
出

251千人/年

実施目標
周辺都市と市内の拠点相互が有機的に連結し、物流や緊急車両走行の円滑化を図るた

め、都心アクセス道路の検討など、骨格道路の機能強化に向けた取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2015年）
目標値

（2030年）

主要拠点間のアクセ
ス時間

都心と新千歳空港間（札幌北Ｉ
Ｃ経由）のアクセス時間を集計

道路交通センサス 55分 現況より短縮

実施目標
自動車から公共交通機関への転換を促し、環境負荷の低減につなげるため、公共交通

の利用促進の取組を進めます

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

公共交通に対する満
足度および不満足度

市民の満足度を集計
評価指標達成度調
査

64.3％ 現況より増加

市民の不満足度を集計
評価指標達成度調
査

16.6％ 現況より減少

実施目標
自動車のCO2 排出量の削減を目指し、渋滞緩和対策による交通円滑化等の取組を進め

るとともに、次世代自動車の普及促進を図ります

代表指標 算出方法 算出に用いる資料
現況値

（2017年）
目標値

（2030年）

市内CO2排出量（運
輸部門）

札幌市全体のCO2排出量（運輸部
門）を集計

札幌市環境局資料 263万ｔ 現況より削減

次世代自動車の導入
台数

次世代自動車の導入台数を算出 札幌市環境局資料 11万台 31万台

３.評価指標



４-１進行管理

 定期的に計画の見直しを行うため、関係行政機関、市民・企業、交通事業者などの各主体
が連携して、進行管理（ＰＤＣＡサイクル）を行う

 交通戦略の推進にあたっては、技術革新など社会情勢の変化を捉え、交通戦略の更新や追
加を行っていくことが重要である

31４.推進体制

Ｐlan

交通戦略の推進

行政機関、市民・企業、交通事業者が協働して取組を推進

Ｄo

モニタリング

札幌市が調査

Ｃheck

施策パッケージの効果検証

札幌市、関係行政機関、交通事業者

市

民

公表

意見

公表

改善

Action

第2編 交通戦略

『札幌市総合交通計画』の策定（改定）

策定委員会（学識者、市民、関係団体、交通事業者、関係行政機関）

交通戦略の更新
札幌市、関係行政機関、交通事業者

 Plan［計画づくり］
市民や関係機関等による策定委員会において計画づくりを行います。

 Do［計画の推進］
行政機関、市民・企業、交通事業者が連携・分担して施策を実施します。

 Check［効果検証・戦略の更新・評価］
施策パッケージに対応した指標で効果検証を行い、交通戦略の評価を行
います。

 Action［改善］
交通戦略の評価（効果検証）や技術革新などの社会情勢の変化を踏まえ
て、交通戦略の更新を行います。また、必要に応じて計画の見直しも行
います。

交通戦略の評価

必要に応じて、学識者と計画見直しの検討



４-２協働の取組

① 市民・企業の役割

 交通手段を選択するのは、一人一人の市民や個々の企業です。公共交通や徒歩、自転車といった自動車に

頼らない交通手段を選択することは、「公共交通の維持」や「地球温暖化対策」に寄与します。社会の一

員として自らの行動が社会全体の利益につながるという高い意識をもって行動する必要があります。

【役割】

 市民は、生活の足としての公共交通の社会意義を理解し、公共交通の利用促進に協力します。

 市民は、地球温暖化問題を意識して、地球環境にやさしい公共交通や徒歩、自転車を、多様な交通手段の中

から適切に選択します。

 企業は社会的責任として、従業員や顧客が「環境首都・札幌」の市民にふさわしい交通手段を選択するよう

協力します。

32

② 行政機関（国・北海道、札幌市、交通管理者）の役割

 交通はまちづくりや観光、環境、福祉など様々な分野と密接に関係していることから、これらの分野と連

携して、長期的視点に立った計画を立案し、市民・企業、交通事業者と情報を共有し、札幌市総合交通計

画を実現することが必要です。

【役割】

 札幌市の目指すコンパクトなまちづくりと共に、人と環境にやさしい公共交通を軸とした交通体系の実現に

向けて、市民・企業、交通事業者、関係行政機関と協力して、計画づくりと計画の着実な実施に努めます。

 計画の実現にあたり、市民・企業や交通事業者、関係行政機関相互の調整の場の提供など高いリーダーシッ

プを図り、技術革新などの社会情勢の変化を常に意識し、進行管理（ＰＤＣＡサイクル）に努めます。

 市民・企業や交通事業者が計画の実現に協力できる環境づくりに向けて、交通社会基盤づくりや支援制度な

どの社会制度を確立します。

 市民・企業、交通事業者や行政機関自身の意識改革に向けて、積極的な情報発信や啓発、教育に積極的に取

り組みます。

③ 交通事業者の役割

 市民・企業や札幌市を訪れる観光客に対して、「鉄道」「バス」「タクシー」などの公共交通サービス

を提供する交通事業者は、札幌市総合交通計画を実現するうえで重要な役割を担っており、誰もが安

全・安心に利用できる公共交通の実現を目指し、各事業者間が連携し、利便性の高い公共交通サービス

の提供を行う必要があります。

【役割】

 利用者の声を真摯に受け止めて改善を図り、一年を通じて安全・安心に利用できる交通サービスの提供に

努めます。

 移動前、移動中の各局面において分かりやすい情報を提供するなど、サービスの質を高め、誰もが利用し

やすい公共交通の実現に努めます。

 事業環境の悪化など交通事業者の抱える問題を、市民・企業、行政機関等が共有して協力するため、事業

情報の開示・提供を行い、改善に向けた開かれた議論を行うよう努めます。

４.推進体制


